
チャペル週報�

関西学院宗教センター�
２００７．５．２１～５.２５　No.６�

正義を洪水のように�
恵みの業を大河のように�
尽きることなく流れさせよ。�
（アモス書　５：２４）�



☆チャペル・スケジュール☆

時間　１０：３５～１１：０５　　場所　各学部チャペル�

◇ランバス早天祈祷会　毎金曜日　午前８：２０～８：４０　於：ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）�

　　５月25日（金）　ペンテコステ（5/27）を迎える　　　　　　　　打　樋　啓　史�

◇総合政策学部早天祈祷会　毎木曜日　午前８：４０～　　　於　宗 教 主 事 室 �
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Andreas Rusterholz（宣教師）�

経済と人間 ②　井上勝雄（経済学部教授）�

橋　口　　　望 （神学部院生）�

木ノ脇　悦　郎 （神学部教授・学部長）�

田　淵　　　結 （宗教主事）�

キリスト教とわたし ③　打樋啓史（宗教主事）�

音楽チャペル　聖歌隊�

経済と人間 ③　井上琢智（経済学部教授）�

土　井　健　司 （神学部教授）�

李　　　　　善 （神学部受託研究員）�

人権を考えるチャペル　池埜　聡（社会学部准教授）�

Christian Morimoto Hermansen（宣教師）�

経済と人間 ④　松本有一（経済学部教授）�

音楽チャペル　聖歌隊�

「声、人とコンピュータをつなぐもの」　川端　豪(理工学部教授)�

Mark Anderson(Organ;Philadelphia Church Music Director)�

奥　本　京　子 （大阪女学院大学准教授）�

音楽チャペル　ハンドベルクワイア�

音楽チャペル　聖歌隊�

舟　木　　　讓 （宗教主事）�

English Chapel  Richard Stinson（宣教師）�

Joseph DeChicchis（総合政策学部教授）�

聖歌隊による音楽礼拝�

English Chapel　Andreas Rusterholz（宣教師）�

音楽チャペル：バロックアンサンブル�

音楽チャペル ⑤　ハンドベルクワイア�

「素直に！－スイスアルプスにて」　松木真一（宗教主事）�
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　艶やかな句をつむぎだした桂信子さんの作品のなかに、自身の句境をのべた

ものがある。�

　　“われによき師ありて北風をいそぐなり”�

　私にもよき師といえる人がいる。とはいえ私には北風に向かう決然とした意

思に乏しく、師のある幸せに漫然と浸るだけである。その人から対談書が届い

た。太平洋戦争も末期になって、結婚まもない新妻をのこし、この人は二等兵

として南方に送られる。その途上、米軍の魚雷の標的となった輸送船は沈没し、

一昼夜海面を漂った末に運良く救助され、その後の戦地での軽からぬ体験を経

て妻のもとに帰り、研究者の生活に復帰する。その２０年後、自分の研究成果

を昭和天皇に話す機会が訪れた。その時のことをこう語られている。�

　「かつては軍隊の最下級を自認していた人間が、ほんの２０年経っただけで

最上級の人にお会いして、いたわりの気持ちを持ってお話しをしている。その

ことが、その事実が、いかにあの時代が激変したかということを明確に示して

いると思うのです。そんな時代の境を、意識的に超えなかった人がいまの大多

数ですよね。それで、世の中それほど変わらないと思って暮らしている。事実

は、歴史は、そんなことではないんです。」�

　二等兵が大元帥にじかに話をすることなど、戦前には天地が逆転するに等し

いことであったであろう。だが歴史はそのように動いたのである。いま私たち

は、世の中の変化に敏感であるようでいて深いところの変化にはきわめて鈍感

なのではないだろうか－とりわけ変化へのスピーディな対応を説く人ほど。そ

ういう人は、自分以外の人を世の中の動きを素早く読み取れない「遅れている」

人と非難することに忙しく、世相や市場の移ろいを歴史の動向と見誤っている

のかもしれない、という疑いの眼を自分自身に向けることはない。そのため変

化に即応しようとする改革に際限なく追い立てられ、ほどなく改革それ自体が

自己目的と化し、改革の最終的な目的は思念の外におかれる。�

（経済学部教授・学部長）�

竹 本 　 洋 �

 北　風�



● ランバスチャペル・ヌーンコンサート�
　　西宮上ケ原キャンパスのランバス記念礼拝堂では、学生音楽団体による恒例�
　のミニコンサートが開かれます。お昼休みのひととき、どうぞ耳を傾けてみてください。�
　　　５月２２日（火）関西学院大学交響楽団弦楽アンサンブル�
　　　５月２４日（木）関西学院大学交響楽団管楽アンサンブル�
　　　５月３１日（木）関西学院大学応援団総部吹奏楽部�
　　　６月　５日（火）関西学院聖歌隊�
　　　６月１１日（月）関西学院大学ゴスペルクワイア ”Power Of Voice”�
　　　６月１２日（火）関西学院ハンドベルクワイア�
　　　６月１４日（木）関西学院バロックアンサンブル�
　いずれも１２時５０分から１３時２０分まで、ランバス記念礼拝堂（上ケ原）にて。�
�
● チャペル・オルガニスト募集�
　　関西学院では毎年チャペル・オルガニストを募集しており、本年は５月２３日
　にオーディションを行います。採用されますと個人レッスンを受けることがで
　き、チャペルの奏楽をはじめ、発表会、研修会、コンサートなどを通して、教
　会音楽を中心とした幅広い知識、技能を身に付けることができます。�
　　応募方法：「募集要項」「応募用紙」を吉岡記念館事務室宗教センターまたは神戸�
　　　　　　　三田キャンパス事務室（Ⅰ号館キャンパス担当課）で受け取り、オーディ
　　　　　　　ションの予約を応募用紙提出時にしていただきます。�
　　　　　　☆「募集要項」「応募用紙」がダウンロードできます。�
　　　　　　　　http://www.kwansei.ac.jp/c_christian/index.jsp�
　　応募期間：５月１日（火）～２２日（火）の事務室開室時間�
　　お問い合わせ：吉岡記念館事務室宗教センター　0798-54-6018�
�
● ランバス・スプリングコンサート in 三田�
　　マーク・アンダーソン　パイプオルガンコンサート �
　　　と　き：５月２６日（土）午前１０時～１１時３０分 �
　　　ところ：ランバス記念礼拝堂（神戸三田キャンパス） �
　　三田市民の方々にも広く開かれた演奏会です。（申し込み不要・入場無料）。�
�
● 第１７２回ランバス演奏会�
　　「マーク・アンダーソン　パイプオルガン・コンサート」�
　　　と　き：５月２８日（月）午後５時開演�
　　　ところ：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス）�
　　　　　＜入場無料＞�
�
● 教職員・学生有志による日曜礼拝�
　　授業期間中の第２第４日曜日に一部英語を用いるバイリンガル形式で礼拝が
　行われています。どなたでも参加できますのでどうぞお越しください。�
�
● 大阪梅田キャンパスチャペルアワー�
　　阪急梅田駅から徒歩すぐ、アプローズタワー１４階の大阪梅田キャンパスで
　は、授業期間中の毎月第２水曜・第４金曜にチャペルアワーを開催しています。�
　　　5/25（金）18:00～18:20　　1405教室�
　　　6/13（水）18:00～18:20　　1405教室�
　　　6/22（金）18:00～18:20　　1405教室�
　　【メッセージ】水曜日　樋口　進（宗教センター宗教主事）�
　　　　　　　　　金曜日　田淵　結（大学宗教主事）�
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